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役職名 氏　　　名

会　長 西　澤　徳一郎
副会長 橋　本　尚　一
理　事 藤　田　美津子
理　事 坂　田　賢　子
理　事 播　重　心　子
理　事 岡　田　博　子

役職名 氏　　　名

理　事 亀　山　元　文
理　事 大　原　弘　資
理　事 的　場　　　尚
理　事 久　島　美　紀
理　事 梁　村　晃　幸
理　事 中谷内　美　昭

後
援
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
後
援
会

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

五
月
の
定
期
総
会
に
て
、
後
援
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

入
場
賢
則
で
す
。
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
、
新
た
に
掛
下
学
長
を
お
迎
え
し
更
に
進
化
し
て
い
く

福
井
工
業
大
学
で
学
生
一
人
一
人
が
力
を
発
揮
し
各
分
野
で
羽
ば

た
い
て
行
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
親
と
し
て
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
後
援
会
活
動
は
３
つ
の
事
業
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
懇
談
会
事
業
で
は
６
会
場
に
て
大
学
か
ら
の
教
育
報
告

会
や
就
職
報
告
会
、
保
護
者
個
別
懇
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個

別
懇
談
で
は
各
学
科
の
先
生
方
か
ら
直
接
大
学
で
の
様
子
や
成
績
な

ど
聞
く
こ
と
が
で
き
、参
加
さ
れ
る
保
護
者
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

学
生
支
援
事
業
で
は
ク
ラ
ブ
の
遠
征
費
や
大
学
祭
の
補
助
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
就
職
手
帳
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広
報
・
通
信
事
業
で
は
後
援
会
報
を
年
２
回
発
刊
し
て
い
ま
す
。

後
援
会
で
は
学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
初
め
て
大
学
祭
に
模
擬
店
を
出
店
し
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
活
動

に
我
々
が
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
後
援
会
活
動
へ
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
後
援
会
事
務
局
（
庶
務
課
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
井
工
業
大
学
後
援
会

会
長
　
入 

場  

賢 

則

平
成
30
年
度
の
石
川
地
区
懇
談
会
と
富
山
地
区
懇
談
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
今
回
は
石
川
地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
石
川
地
区
懇

談
会
は
、
6
月
3
日
㈰
に
石
川
県
勤
労
者
福
祉
文
化
会
館
に
て
保
護
者
15
名
の
参
加

に
て
開
催
さ
れ
、
竹
田
学
長
補
佐
を
は
じ
め
14
名
の
教
職
員
と
大
学
関
係
者
、
同
窓

会
か
ら
は
3
名
の
役
員
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
の
開
式
に
あ
た
り
大
学
を
代
表
さ
れ
竹
田
学
長
補
佐
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
教
育
報
告
会
で
は
、
冒
頭
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
大
学
の
状
況

が
上
映
さ
れ
、
続
い
て
竹
田
学
長
補
佐
よ
り
教
務
、
学
生
生
活
、
進
路
に
関
す
る
大

学
の
取
り
組
み
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
に
対
す
る
大
学
側
の
取
り
組
み
や
細
や

か
な
配
慮
を
聞
き
、
保
護
者
の
一
人
と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
同
窓
会
の
役
員
方
か
ら
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
福

井
工
大
の
卒
業
生
が
仕
事
の
最
前
線
で
も
多
く
の
方
が
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
の
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
就
職
報
告
会
が
開
催
さ
れ
就
職
支
援
課　

渡
邉
課
長
よ
り
現
在
の
就

職
状
況
や
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
側
の
き
め
細
か
い

就
職
サ
ポ
ー
ト
に
親
と
し
て
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

お
昼
に
は
懇
親
会
が
あ
り
、
各
学
科
別
に
担
当
教
員
の
先
生
方
と
一
緒
に
食
事
し

な
が
ら
、
大
学
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た
り
し
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
是
非
、
今
後
も
懇
親
会
は
続
け
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
2
地
区
の
懇
談
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
各
会
場
と
も
大
学
の

近
況
や
学
生
生
活
の
状
況
を
聞
こ
う
と
す
る
熱
心
な
保
護
者
の
方
が
多
数
お
ら
れ
た

こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
自
身
は
、
教
職
員
、
同
窓
会
、
後
援
会
が

三
位
一
体
と
な
り
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
後
援
会
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
2
・
3
年
生
の
保
護
者
の
方
々
を
対

象
と
し
て
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
9
月
に
滋
賀
地
区
、
10
月
に
福
井
地
区
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。
多
数
の
参
加
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
後
援
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

福
井
工
業
大
学
後
援
会

副
会
長
　
寺 

部  

静 

祐

ご
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

地
区
懇
談
会
報
告
及
び
、
今
後
の
抱
負
な
ど

平成29年度  福井工業大学後援会  役員任期満了者

下記名簿の方々は、平成29年度をもちまして後援会役員が任期満了となられました。任期中は、

後援会の運営に多大なる貢献をいただきました。

つきましては、感謝の意を込めて感謝状並びに額縁を贈呈させていただきます。

平成30年5月26日

Q 平成30年度  地区懇談会について

十分満足できた

81.0％
17.7％

満足できた
1.3％

分からないところ・
不満がある

Q 昼食を兼ねた大学側・保護者との懇親会の実施について

抜粋
・学年を超えて、また、いろんな学校内の職員の方々と交流できて良かった。
・大学の様子が説明より詳しく聞ける。
・保護者の子供への考え方がいろいろ聞ける。
・大学関係者、他の保護者との親交が深まる。
・資料等では分かりにくいニュアンス等が聞ける。
・個別懇談前に先生の人柄も少し分かり、懇談時に話しやすいと思う。
・他の保護者との情報交換ができ、有意義な時間となった。
・同じ思いのお母さんと話すことができて、自分だけでないと感じることができた。

Q 教員との保護者懇談について

抜粋
・子供の友だち関係や今後のゼミ選択、就職や進学等についておお
よその話を聞け、こちらの思いも伝えられた。
・とても親身に話しを聞いていただき、とても心強く思った。
・勉強のことだけでなく、学校での状況を聞けて良かった。
・大学の様子が聞けたり、子供のことについてもお話できた。
・丁寧に対応してもらい、親切に答えてもらった。
・聞きたいことがゆっくり聞けて良かった。
・子供のことを、よく見ていてくれて良かった。今の実情を話して
もらえ、これから先の子供に対する要望も話してもらえ、来て良
かった。

Q 学生サポートへの要望等について

抜粋
・授業の欠席が続くようだったら、保護者に連絡がいくシステム
があればうれしい。親の目を離れて暮らすと怠けるのが心配。
・一人暮らしのため、病気になった時のサポートをお願いしたい。
・学食を少し安価なものも考えてもらいたい。
・予防接種（はしか等含む）、自転車保険加入など制度が変わっ
たことへの案内を学生全体に伝えてほしい。
・インフルエンザ予防接種の補助
	（今年度の締め切りの日をHPにあげてほしい）

地 区 懇 談 会 保 護 者アンケート　（たくさんのご回答ありがとうございました）

Q 大学への意見・要望等について

抜粋
・履修登録時に本人へ単位取得方法を含め、より具体的に指導をお
願いしたい。
・手厚いご指導を頂いて感謝している。
・度重なる欠席やレポート不提出など、学生本人の怠学が見られる
場合、保護者への連絡をしてもらえると助かる。留年が決定する
前に何らかの手立てをすることができるのではないかと思う。
・全般に渡り大変細やかな対応をして頂きありがたく思った。口コ
ミでこの大学の良さを広げていきたいと思う。
・来てよかった。身近に感じられた。
・求人情報等の資料があり、とてもよく分かった。
・きめ細かい指導をしてもらい、助かっている。

・大学での様子を伺えたことが貴重な時間だった。これから先の大学での
過ごし方、授業の向き合い方など、先生からしか伺えなかった話を聞け
たので、子供にも早速話したいと思う。
・色々な行事、奨学金関係、先生方に良くして頂き子供をこの大学に入学
させて良かったと思う。地区懇談会も初めて参加したが大変良かった。
・先生から直接子供の様子を聞くことができ、とても有意義だった。
・寮での生活のため、学食がほとんどになる。特に油の多い食事ばかりで
なく、夜は胃にやさしいメニューも取り入れてもらえると親としてもと
ても安心できる。
・初めて参加させてもらった。大学について詳しく話をしてもらえ、息子
は恵まれた環境で素敵な先生方から学ばせて頂けていること、子供のた
めに教職員の方々が努力されていることを知ることができた。
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平
成
三
十
年
五
月
二
十
六
日（
土
）に
福
井
工
業
大
学
福
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
平
成

三
十
年
度
福
井
工
業
大
学
後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
掛
下
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
役
員
の
出
席
を
賜
り
、
学
長
挨
拶
で
は
、
掛

下
学
長
よ
り
、
本
学
の
教
育
方
針
や
取
組
を
含
め
た
本
学
の
説
明
、
大
学
を
取
り
巻
く
社
会
的

環
境
等
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
前
に
西
澤
議
長
よ
り
今
年
度
、
総
会
員
数
二
三
〇
一
名
の
中
、
委
任
状
八
四
六
名
、

総
会
五
十
四
名
の
出
席
を
も
っ
て
、
後
援
会
規
約
第
九
条
第
四
項
に
よ
り
総
会
成
立
の
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
議
案
で
は
、
第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
」、
第
二
号
議
案
「
平
成

二
十
九
年
度
収
支
決
算
報
告
」
に
つ
い
て
一
括
し
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
中
上
監
事
よ
り
、
会
計
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
旨
、
監
査
報
告
が
あ
り
両
議
案

と
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
議
案
で
は
、
ま
ず
、
第
一
号
議
案
「
役
員
選
出
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
九

年
度
を
持
っ
て
会
長
職
者
・
副
会
長
職
者
が
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
今
年
度
は
、
新

た
に
会
長
一
名
・
副
会
長
二
名
・
監
事
一
名
、
新
任
理
事
十
二
名
、
計
十
六
名
の
方
々
が
、
役

員
会
に
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
役
員
の
承
認
を
受
け
て
、
平
成
二
十
九
年
度
を
も
っ
て
役
員
任
期
が
満
了

と
な
っ
た
十
二
名
の
方
へ
大
学
を
代
表
し
掛
下
学
長
よ
り
感
謝
状
、額
縁
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
会
長
に
就
任
さ
れ
た
入
場
氏
よ
り
、就
任
挨
拶
と
し
て
「
後
援
会
活
動
の
三
つ
の
事
業
（
①

大
学
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
、
②
学
生
の
福
利
厚
生
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
、
③
会
員
相
互

の
連
絡
親
睦
を
図
る
こ
と
）
を
中
心
に
、
学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
号
議
案
「
後
援
会
規
約（
案
）の
改
正
」
が
審
議
さ
れ
、
後
援
会
規
約
の
改
廃
は
第
七

章
第
二
十
三
条
に
よ
り
役
員
会
に
て
審
議
し
、
総
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
行
う
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
よ
り
規
約
改
正
に
至
っ
た
経
緯
及
び
主
な
条
文
の
変
更
等
が
説
明
さ

れ
、
後
援
会
規
約（
案
）の
改
正
は
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
号
議
案
「
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）」
で
の
審
議
で
は
、

事
業
計
画（
案
）と
し
て
「
保
護
者
懇
談
会
事
業
」 「
学
生
活
動
支
援
事
業
」 「
広
報
・
通
信
事
業
」

に
つ
い
て
の
年
次
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
新
規
事
業
と
し
て
保
護
者
対
象
（
学
部
二
年
生
、
三
年
生
）
に
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を

滋
賀
会
場（
九
月
八
日
）、
福
井
会
場（
十
月
二
十
日
）の
二
回
開
催
す
る
こ
と
が
事
務
局
よ
り

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
支
予
算（
案
）で
は
、
例
年
ど
お
り
の
事
業
実
施
に
伴
う
収
支
予
算
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
、
事
業
計
画（
案
）、
収
支
予
算（
案
）は
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
議
案
審
議
が
終
了
し
、
平
成
三
十
年
度
福
井
工
業
大
学
後
援
会
定
期
総
会
が
閉
会
さ

れ
ま
し
た
。

平 成 3 0 年 度

後援会定期総会報告について

平成30年度  福井工業大学後援会役員

理　事 福井県 田　中　和　美
理　事 富山県 違　　　良　之
理　事 福井県 和　田　真　一
理　事 福井県 湯　浅　英　雅
理　事 福井県 東　川　千　里
理　事 福井県 家根田　文　代
理　事 福井県 杉　野　一　美
理　事 福井県 武　田　美　奈
理　事 福井県 竹　内　清　訓
理　事 福井県 上　田　厚　美
理　事 愛知県 佐々生　里　美
理　事 兵庫県 山　本　修　一
理　事 富山県 松　井　義　行

理　事 富山県 川　村　美貴子
理　事 滋賀県 中　西　　　有
理　事 石川県 中　山　信　吾
理　事 福井県 石　田　祥　美
理　事 北海道 内　藤　亜　美
理　事 岐阜県 山　中　温　美
理　事 岐阜県 兀　尾　　　仁
理　事 三重県 小　島　香　緒
理　事 群馬県 富　沢　俊　文
理　事 石川県 元　田　理　香
理　事 石川県 山　口　美　保
理　事 富山県 柳　田　　　毅
理　事 福井県 田　中　　　勇

理　事 福井県 森　　　正三郎
理　事 福井県 高　島　直　子
理　事 福井県 吉　田　ますみ
理　事 福井県 酒　井　保　典
理　事 福井県 中　川　寿美江
理　事 福井県 内　藤　京　子
理　事 熊本県 安　川　　　純
理　事 静岡県 葭　田　隆　則
理　事 福岡県 魚　住　亜　弥
理　事 京都府 杉　本　一　也
理　事 和歌山県 井　元　晴　彦
理　事 和歌山県 中　野　貴　史
理　事 滋賀県 吉　原　邦　彦

副会長 福井県 中　上　弘　一
監　事 福井県 中　屋　斉　明

副会長 福井県 寺　部　静　祐
監　事 福井県 齋　木　るい子

会　長 福井県 入　場　賢　則

（順不同）

[ 収入の部 ] （単位　円）

項　　目 予算額 決算額 差　引 備　　考

会 費 16,500,000 17,257,500 △ 757,500

会 費 16,500,000 17,257,500 △ 757,500

雑 収 入 250,000 237,126 12,874

雑 収 入 250,000 237,126 12,874 預金利子、学園から
の収入

繰 越 金 10,625,054 10,625,054 0

前年度繰越金 10,625,054 10,625,054 0

収 入 合 計 27,375,054 28,119,680 △ 744,626

[ 支出の部 ] （単位　円）

項　　目 予算額 決算額 差　引 備　　考

会 議 費 500,000 442,200 57,800

会 議 費 500,000 442,200 57,800 定期総会
役員会等諸経費

需 要 費 620,000 702,014 22,986

消 耗 品 費 120,000 113,334 6,666 事務用品

通 信 費 400,000 502,280 2,720 会報発送、定期総会・
役員会等案内発送

印 刷 費 100,000 86,400 13,600 上記案内資料等
印刷代

事 業 費 15,750,000 14,533,121 1,216,879

厚 生 補 導 費 850,000 805,000 45,000
新入生歓迎パーティー
運営費
インフルエンザ予防接種

クラブ活動費 8,000,000 7,847,024 152,976 地区大会、全国大
会出場補助

英語留学支援費 1,500,000 1,116,000 384,000 海外語学研修
TOEIC団体受験補助

就 職 支 援 費 1,500,000 1,074,720 425,280 就活手帳配布、キャ
リアセンター事業

地 区 活 動 費 2,500,000 2,327,117 172,883 地区懇談会（春季・
秋季）実施費用

創立記念積立金 300,000 300,000 0

会 報 発 行 費 1,100,000 1,063,260 36,740 4月・9月会報発行

慶 弔 費 50,000 10,000 40,000

慶 弔 費 50,000 10,000 40,000

旅 費 1,000,000 1,287,584 △ 287,584

旅 費 1,000,000 1,287,584 △ 287,584 式典等における役
員移動費

大学祭補助費 1,000,000 1,000,000 0

大学祭補助費 1,000,000 1,000,000 0

雑 費 30,000 25,056 4,944

雑 費 30,000 25,056 4,944

予 備 費 8,425,054 0 8,020,054

予 備 費 8,425,054 0 8,020,054

支 出 小 計 27,375,054 17,999,975

繰 越 金 0 10,119,705 △ 10,119,705

次年度繰越金 0 10,119,705 △ 10,119,705

支 出 合 計 27,375,054 28,119,680 △ 744,626

[ 積立金会計 ] （単位　円）

名　　称 前年度残高 今年度積立額 今年度取崩額 今年度末残高 備考

創立70周年
記念積立金 2,101,268 300,357 0 2,401,625

平成29年度  収支決算書
（平成29年4月1日〜平成30年3月31日）

[ 収入の部 ] （単位　円）

項　　目 前年度決算額 本年度予算額 差　引 備　　考

会 費 17,257,500 16,875,000 △ 382,500

会 費 17,257,500 16,875,000 ＠7,500×2,250名

雑 収 入 237,126 250,000 12,874

雑 収 入 237,126 250,000 預金利子等

繰 越 金 10,625,054 10,119,705 △ 505,349

前年度繰越金 10,625,054 10,119,705

収 入 合 計 28,119,680 27,244,705 △ 874,975

[ 支出の部 ] （単位　円）

項　　目 前年度決算額 本年度予算額 差　引 備　　考

会 議 費 442,200 500,000 57,800

会 議 費 442,200 500,000 定期総会、役員会
等諸経費

需 要 費 702,014 780,000 77,986

消 耗 品 費 113,334 150,000 角2封筒、目隠し
シール等

通 信 費 502,280 530,000 会報発送、定期総会、
地区懇談会案内発送等

印 刷 費 86,400 100,000 上記案内資料等
印刷代

事 業 費 14,533,121 16,250,000 1,716,879

厚 生 補 導 費 805,000 850,000
新入生歓迎パーティー、
インフルエンザ予防接
種補助等

クラブ活動費 7,847,024 8,000,000 地区大会、全国大
会出場補助

英語留学支援費 1,116,000 1,500,000 海外語学研修 
TOEIC団体受験補助

就 職 支 援 費 1,074,720 1,500,000 就活手帳配布、キャ
リアセンター事業

地 区 活 動 費 2,327,117 3,000,000 地区懇談会実施費用

創立記念積立金 300,000 300,000

会 報 発 行 費 1,063,260 1,100,000 年2回発行予定

慶 弔 費 10,000 50,000 40,000

慶 弔 費 10,000 50,000

旅 費 1,287,584 1,000,000 △ 287,584

旅 費 1,287,584 1,000,000 式典等における役
員移動費

大学祭補助費 1,000,000 1,000,000 0

大学祭補助費 1,000,000 1,000,000

雑 費 25,056 30,000 4,944

雑 費 25,056 30,000

予 備 費 0 7,634,705 7,634,705

予 備 費 7,634,705

支 出 小 計 17,999,975 27,244,705 9,244,730

繰 越 金 10,119,705 0 △ 10,119,705

次年度繰越金 10,119,705 0

支 出 合 計 28,119,680 27,244,705 △ 874,975

[ 積立金会計 ] （単位　円）

名　　称 前年度残高 今年度積立額 今年度取崩額 今年度末残高 備考

創立70周年
記念積立金 2,401,625 300,000 0 2,701,625

平成30年度  収支予算書
（平成30年4月1日〜平成31年3月31日）



遊んで・学んで・泊まれる

み さ き ち の 魅 力

7 6

廃校となった旧岬小学校を宿泊研修施設としてリニューアルしました！！
ゼミ合宿、クラブ等合宿、仲間との楽しい思い出作りに利用しませんか？？

2018年7月1日

グランドオープン
！！

「
み
さ
き
ち
」体
験
レ
ポ

「
み
さ
き
ち
」体
験
レ
ポ

若
狭
町
と
の
連
携
事
業
と
し
て
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

留
学
生
国
際
交
流
体
験
に
利
用
し
ま
し
た

part.1

part.2

環境・食品科学科3年　林くん、長谷川くん、東くん

公開講座を手伝っていた
学生さんに聞きました！
Q.「みさきち」での公開講座はどうでしたか？
A. 自然に囲まれた環境での実験は新鮮だった。
A. 地域の方々に楽しんでもらえたら嬉しい。
Q. プライベートでも「みさきち」を使いたい？
A.2階に和室があり、使ってみたいと思う。
A. 交通手段があれば、ぜひ利用したい。

　「みさきち」は、地域の方々や卒業生の思いを尊重し、できる限り閉校となった
旧岬小学校の雰囲気を残して改修した施設です。
　「みさきち」での様々なイベントによって、過疎化が進む西浦地区に再び子ども
たちの明るい声が戻ってくることを期待しています。
　今後も福井工業大学さんのイベントにはできる限りお手伝いをしていきたいと
思っています。
　福井工業大学の学生さんだけでなく、保護者の皆様にもぜひ利用してもらいたい
と考えています。 西浦地域づくり協議会

会長　松本　弘康

「液体窒素でカチコチ」
～お菓子＆果物を食してみよう～

海藻入り麺を試作して

“オリジナル麺を食べてみよう”

「みさきち」でバーベキューを

堪能しました

西浦地域づくり協議会 会長

からのメッセージ

参加者に聞きました！
◦機会があればキャンプもやってみたい。
◦せっかくこのようなすばらしい施設がある
ので、今後も利用したい。
◦きれいな海で泳いでみたい。

講座の参加者に聞きました！
◦柔らかいマシュマロが一瞬でカチコチに、しか
も食べることができ、これまでの固定概念が覆
された感じです。（保護者）
◦子どもたちも普段体験できないことが、近く（「み
さきち」）で学ぶことができて良い経験になりま
した。（保護者）

◦	ポップコーンがおいしかったです。（お子様）
◦	「みさきち」での公開講座を通して、若狭町の
方々が福井工業大学を身近に感じていただけた
ら嬉しく思います。（実験担当教員）

SUP 体験 魚さばき

青の洞窟キャンプ

釣り

BBQ



Inform
ation from

 the m
edical office

場　　所　大学2号館1階
　　　　　学務課の隣
　　　　　（2号館自動ドア入ってすぐ左）

開室時間　平日：月～金
　　　　　8：30～ 17：30

スタッフ　看護師1名

そ の 他	 血圧・身長・体重・体脂肪率
などいつでも測定できます。

	 AED講習会を年に2回実施
しています。

❶
定
期
健
康
診
断
に
つ
い
て

　

本
学
で
は
例
年
4
月
に
、
新
入
生
を
含
め
、
在
校

生
全
員
を
対
象
に
法
令
に
基
づ
い
た
「
定
期
健
康
診

断
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
項
目
は
学
年
に
よ
っ
て
若
干
違
い
ま
す
が
、

計
測
（
身
長
・
体
重
）・
視
力
測
定
・
検
尿
・
胸
部
X

線
撮
影
・
内
科
診
察
・
血
圧
測
定
・
健
康
面
接
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
の
受
診
率
は
、
1
年
次
生
99
・
7
％
、

2
年
次
生
95
・
2
％
、
3
年
次
生
94
・
1
％
、
及
び

4
年
次
生
は
93
・
0
％
と
ど
の
学
年
も
高
く
、
定
期

健
康
診
断
の
受
診
が
年
々
学
生
の
間
で
定
着
し
て
き

て
お
り
、
1
年
に
1
回
、
自
身
の
健
康
を
振
り
返
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

定
期
健
康
診
断
の
結
果
、
精
密
検
査
等
が
必
要
と

認
め
ら
れ
た
方
に
は
、
後
日
、
医
務
室
よ
り
個
別
に

連
絡
し
、
医
療
機
関
受
診
を
勧
め
、
そ
の
結
果
を
医

務
室
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
治
療
が
必
要
に
な
っ

た
方
に
は
在
学
中
健
全
に
学
生
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
健
康
管
理
・
健
康
相
談
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
は
個
人
結
果
表
を
医
務
室
に
一
人

一
人
取
り
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り

新
た
に
血
圧
測
定
を
検
査
項
目
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

結
果
表
を
取
り
に
来
ら
れ
た
時
に
、
や
や
血
圧
が

高
め
な
方
や
、
B
M
I
値
に
よ
り
肥
満
の
判
定
が
出

た
方
に
は
資
料
を
用
い
て
食
生
活
や
生
活
習
慣
の
改

善
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
今
ま
で
一
度
も
血
圧
を
測
っ
た
こ
と

の
な
か
っ
た
学
生
が
、
ち
ょ
っ
と
空
い
た
時
間
に
医

務
室
に
立
ち
寄
り
、
血
圧
を
測
定
し
て
い
く
、
と
い

う
よ
う
に
、
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

❷
病
気
や
け
が
の
応
急
処
置
に
つ
い
て

　

医
務
室
で
は
看
護
師
が
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き

や
、
け
が
を
し
た
時
の
応
急
処
置
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
体
調
が
回
復
す
る
ま
で
し
ば
ら
く
休

養
し
た
い
、
持
病
が
あ
る
た
め
授
業
の
空
き
時
間
に

休
養
し
た
い
等
の
時
に
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
症
状
に
よ
り
医
療
機
関
の
受
診
を

希
望
さ
れ
る
場
合
、
近
隣
の
医
療
機
関
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

全
学
生
が
加
入
し
て
い
る
本
学
独
自
の
学
生
健
康

保
険
組
合
よ
り
、
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
医
療
機
関

で
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
診
察
治
療
を
受
け
た
場

合
、
支
払
っ
た
医
療
費
の
7
割
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
先
は
学
務
課
に
な
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
や

ご
質
問
は
、
学
務
課
ま
た
は
医
務
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

❸
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、

　

麻
し
ん
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

本
学
は
毎
年
10
月
〜
11
月
頃
に
、
学
生
対
象
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
学
内
で
行
っ
て
い
ま

す
。
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で
接
種
す
る
と
通
常
実

費
で
3
，2
0
0
円
〜
4
，2
0
0
円
程
か
か
り
ま

す
が
、
当
大
学
で
受
け
た
場
合
、
後
援
会
よ
り
1
，

0
0
0
円
、
学
生
健
康
保
険
組
合
よ
り
5
0
0
円

の
補
助
が
受
け
ら
れ
、
昨
年
度
は
1
，7
0
0
円
の

負
担
額
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
の
間

で
も
感
染
予
防
意
識
が
高
ま
り
、
2
0
1
7
年
度
は

4
0
8
名
の
学
生
が
学
内
予
防
接
種
を
受
け
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
今
年
春
に
流
行
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
麻

し
ん
に
つ
き
ま
し
て
、
入
学
時
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
感
染
症
罹
患
調
査
票
の
結
果
に
基
づ

き
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
2
回
受
け
て
い
な
い
方

に
は
積
極
的
な
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、
M
R
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
勧
め
て
い
ま
す
。
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、

M
R
ワ
ク
チ
ン
は
医
療
機
関
に
て
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
ち
ら
は
学
生
健
康
保
険
組
合
よ
り
1
，

0
0
0
円
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❹
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

学
校
施
設
は
集
団
生
活
を
営
む
場
で
あ
り
、
感
染

症
が
発
生
し
た
場
合
、
特
に
大
き
な
流
行
拡
大
を
引

き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
流
行
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
予
防

方
法
な
ど
を
早
期
の
う
ち
か
ら
情
報
発
信
し
、
注
意

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

こ
れ
ら
の
症
状
が
発
症
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医

療
機
関
を
受
診
し
、
診
断
が
出
た
場
合
は
登
校
せ
ず
、

電
話
に
て
学
務
課
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
指
定
の

期
間
出
席
停
止
と
な
り
ま
す
。
流
行
時
期
は
マ
ス
ク

の
無
料
配
布
な
ど
も
行
い
、
学
内
の
公
衆
衛
生
を
守

る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

❺
終
わ
り
に

　

大
学
生
活
を
送
る
4
年
間
は
、
一
人
暮
ら
し
を
始

め
る
な
ど
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
、
保
護

者
と
同
居
し
て
い
て
も
生
活
全
般
が
そ
の
管
理
下
か

ら
外
れ
、
食
事
の
摂
取
の
有
無
も
含
め
、
学
生
自
身

が
自
由
に
生
活
ス
タ
イ
ル
を
決
定
す
る
機
会
が
増
え

ま
す
。
こ
の
時
期
の
健
康
管
理
は
将
来
の
生
活
習
慣

病
発
症
予
防
の
た
め
に
も
非
常
に
重
要
で
す
。
こ
の

大
切
な
時
期
に
健
康
に
つ
い
て
自
分
自
身
で
考
え
て

行
動
す
る
力
が
養
え
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
を
発
信

す
る
な
ど
、
4
年
間
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。
健
康
に
関
し
て
な
ど
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
方
は
、
医
務
室
に
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
心
身
と
も
に
良
好
な
状
態
で
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

『
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
』
事
が
で
き
る

よ
う
医
務
室
で
は
学
生
の
皆
さ
ん
の
健
康
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
大
学
は
大
学
2
号
館
学
務
課
横
に
医
務

室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
看
護
師
1
名
が
常

勤
で
配
置
さ
れ
、
大
学
生
の
健
康
管
理
や
健

康
相
談
、
応
急
処
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
に
そ
の
活
動
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し

ま
す
。 医

務
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

建　物　内　紹　介

9 8

体験調理場

大研修室 BBQ 施設 宿泊室

宿泊室 宿泊室 メディアルーム

体育館

他／グラウンド　洗濯・乾燥・ロッカー室　浴室　食堂　交流スペース　談話室　セミナー室

■	みさきちホームページ
　	http://www.fukui-ut.ac.jp/misakichi/

■ お問合せ先  
　	みさきち受付窓口　☎0776‒29‒2435（大学事務局　社会連携推進課内）

■	Facebook アカウント
　	＠wakasa.misakichi

料金表　（福井工業大学生対象）
（1人1泊）

宿泊料
宿　泊　室 キャンプ利用

2,500円 1,000円

※上記宿泊料金表には、食費は含まれておりま
せん。

※宿泊すると1日間のみ施設利用料が無料にな
ります。

（1団体）
施設利用料 体験調理場 グラウンド 体育館 メディアルーム 研修室　大 研修室　中小

  8：30～ 12：00 1,500円 2,000円 1,500円 1,500円 1,500円 1,000円

13：00～ 17：00 1,500円 2,000円 2,000円 1,500円 1,500円 1,000円

18：00～ 22：00 2,000円 2,000円 2,000円 2,000円 2,000円 1,500円

終　　　日 5,000円 3,500円 5,000円 5,000円 5,000円 3,500円
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近
年
、
卓
球
の
日
本
チ
ー
ム
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

世
界
卓
球
な
ど
で
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
魅
せ
て
い
ま

す
。
福
井
工
業
大
学
で
も
ま
た
、
卓
球
が
と
て
も
熱

く
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
卓
球
部
は
、
昨
年
か
ら
〝
も
っ
と
卓
球
で

活
躍
し
た
い
〟
と
望
む
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
日
本
学
生

卓
球
連
盟
（
日
学
連
）
へ
登
録
し
ま
し
た
。
以
前
ま
で

の
〝
卓
球
を
楽
し
む
〟
と
い
う
事
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た

活
動
に
は
一
区
切
り
し
、
試
合
に
挑
み
勝
負
す
る
こ
と

の
楽
し
さ
に
目
を
向
け
ま
し
た
。
今
の
私
た
ち
は
、
た

だ
楽
し
く
プ
レ
ー
を
す
る
だ
け
で
な
く
試
合
に
勝
つ

と
い
う
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
第
1
回
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

同
好
会
と
い
う
立
ち
位
置
を
一
新
し
、
気
持
ち
の
切

り
替
え
と
と
も
に
部
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
よ
り
一
層
、
卓
球
で
活
躍
で
き
る
よ
う

チ
ー
ム
一
同
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も

卓
球
部
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

部
長  

機
械
工
学
科  

2
年  

古
澤 

勇
樹

　

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
部
活
を
う
ま
く
引
っ
張
っ

て
い
く
事
が
出
来
る
か
不
安
な
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま

す
が
、
仲
間
の
力
を
借
り
な
が
ら
自
分
に
出
来
る
精

一
杯
の
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。「
北
信
越
リ
ー
グ

1
部
昇
格
」
を
目
標
に
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン  

機
械
工
学
科  

2
年  

宮
下 

蔵
太

　

僕
た
ち
は
、
卓
球
が
好
き
な
者
達
が
集
ま
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
次
第
に
、
た
だ
集
ま
っ
て
卓
球
す

る
だ
け
で
は
な
く
試
合
に
出
て
勝
ち
た
い
と
い
う
目

標
が
で
き
ま
し
た
。
何
度
か
大
会
に
出
る
う
ち
に
、

団
体
で
も
個
人
で
も
勝
ち
進
ん
で
上
を
目
指
し
た
い

と
い
う
思
い
も
強
く
な
り
ま
し
た
。
何
度
か
悔
し
い

思
い
も
し
て
い
る
の
で
、
次
の
大
会
に
向
け
て
部
員

一
丸
と
な
り
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
僕
た
ち
卓
球
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
キ
ャ
プ
テ
ン  

建
築
土
木
工
学
科  

2
年  

山
本 

健
太

■
2
0
1
7
年
10
月
29
日
㈰

　

平
成
29
年
度
秋
季
市
長
杯

　

一
般
一
部
男
子　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

2
位　

宮
下
蔵
太

　
　

3
位　

山
田
晃
平

■
2
0
1
7
年
12
月
16
日
㈯
～
17
日
㈰

　

第
48
回
北
信
越
学
生
卓
球
新
人
選
手
権
大
会

　

◦
団
体
戦

　
〈
予
選
リ
ー
グ
〉

　
　

福
井
工
業
大
学  

3 −

1  

金
沢
大
学
Ｂ

　
　

福
井
工
業
大
学  

0 −

3  

新
潟
産
業
大
学
Ａ

　
　
　
　
　
　
　

     

→  

予
選
2
位
通
過

　
〈
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

　
　

福
井
工
業
大
学  

1 −

3  

金
沢
工
業
大
学
Ａ

　

◦
個
人
戦

　
〈
ダ
ブ
ル
ス
〉

　
　

ベ
ス
ト
32　

伊
藤
凌
・
山
本
健
太

　
〈
シ
ン
グ
ル
ス
〉

　
　

ベ
ス
ト
32　

伊
藤
凌
、
山
本
健
太

　
　

ベ
ス
ト
64　

宮
下
蔵
太

■
2
0
1
8
年
2
月
4
日
㈰

　

平
成
29
年
度
福
井
市
選
手
権
大
会

　

一
般
Ｓ
級
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

予
選
リ
ー
グ
2
位
通
過

　

本
線
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
敗
退

　
　

山
田
晃
平

■
2
0
1
8
年
2
月
13
日
㈫
～
16
日
㈮

　

平
成
30
年
度
北
信
越
学
生
卓
球
連
盟
春
季
選
抜
強
化
合
宿

　

参
加
者

　
　

山
田
晃
平
、
伊
藤
凌

■
2
0
1
8
年
3
月
21
日
（
祝
・
水
）

　

平
成
29
年
度
福
井
市
団
体
選
手
権
大
会

　

一
般
Ｓ
級
男
子
団
体
戦

　
　

3
位　

福
井
工
業
大
学
Ａ
・
同
志
社
大
学

■
2
0
1
8
年
5
月
4
日
（
祝
・
金
）

　

平
成
30
年
度
春
季
市
長
杯

　

一
般
Ｓ
級
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
8　

宮
下
蔵
太

　

ベ
ス
ト
16　

山
本
健
太
、
東
響
希

■
2
0
1
8
年
5
月
12
日
㈯
～
13
日
㈰

　

第
66
回
春
季
北
信
越
学
生
卓
球
選
手
権
大
会
兼
第
88
回

　

全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
大
会
（
団
体
）
予
選

　

◦
団
体
戦

　
〈
2
部
Ａ
リ
ー
グ
〉

　
　

福
井
工
業
大
学  

0 −

3  

金
沢
大
学

　
　

福
井
工
業
大
学  

3 −

1  

新
潟
工
科
大
学

活
動
実
績

　

◦
個
人
戦

　
〈
シ
ン
グ
ル
ス
〉

　
　

伊
藤
凌　

3
回
戦
敗
退

　
　

東
響
希　

3
回
戦
敗
退

　
〈
ダ
ブ
ル
ス
〉

　
　

伊
藤
凌
・
東
響
希　

3
回
戦
敗
退

■
2
0
1
8
年
6
月
24
日
㈰

　

第
5
回
敦
賀
市
近
郊
卓
球
交
流
大
会
（
硬
式
の
部
）

　

男
子
団
体

　
　

下
位
リ
ー
グ
1
位
通
過

　
　

下
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
2
位

　
　
　

福
井
工
業
大
学
Ｂ

卓
球
部

№
学
年

役
　
職

所
属
学
科

学
生
氏
名

1
4

原
子
力
技
術
応
用
工
学
科

小
川
　
貴
裕

2
3

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

澤
崎
佑
之
介

3
2

電
気
電
子
工
学
科
酒
井
　
涼
成

4
2
会
　
計
電
気
電
子
工
学
科
山
田
　
晃
平

5
2

機
械
工
学
科
鰀
目
　
仁
太

6
2

機
械
工
学
科
長
谷
川
権
一

7
2
部
　
長
機
械
工
学
科
古
澤
　
勇
樹

8
2
キ
ャ
プ
テ
ン

機
械
工
学
科
宮
下
　
蔵
太

9
2

建
築
土
木
工
学
科
伊
藤
　
　
凌

10
2

建
築
土
木
工
学
科

橋
本
　
治
生

11
2
副
キ
ャ
プ
テ
ン

建
築
土
木
工
学
科
山
本
　
健
太

12
2

環
境
・
食
品
科
学
科
原
　
　
祥
太

13
1

電
気
電
子
工
学
科
荻
野
　
陽
色

14
1

電
気
電
子
工
学
科
コ
ウ		

テ
ン
ヨ
ウ

15
1

電
気
電
子
工
学
科
任
田
　
龍
生

16
1

機
械
工
学
科
東
　
　
響
希

17
1

機
械
工
学
科
西
村
　
光
司

18
1

原
子
力
技
術
応
用
工
学
科

下
山
　
拓
記

19
1

経
営
情
報
学
科
杉
田
　
達
哉

20
1

経
営
情
報
学
科
豊
田
　
大
樹

21
1

経
営
情
報
学
科
三
輪
　
洋
介

クラブ・同好会紹介
卓
球
を
楽
し
む

後 期 行 事 予 定
月 日 行　　　事

 9月 18日～ 20日 後期受講登録ガイダンス

21日 後期授業開始

10月 20日～ 21日 大学祭

22日 大学祭　後片付け

12月 27日～
冬季休業

 1月 ～ 6日

月 日 行　　　事

 1月 7日 授業再開

中旬 学園成人式

上旬～下旬 卒業研究発表会

 2月 3日～ 春季休業

 3月 15日 学位記授与式

30日
春季休業終了
学年終了

後 期 受 講 登 録 ガ イ ダ ン ス
ネ ッ ト ワ ー ク セ キ ュ リ テ ィ 講 習 会 に つ い て

ガイダンスおよび
ネットワークセキュリティ講習会の持ち物

9 月18 日 9 月19 日 9 月20 日

火 水 木

学年、学科毎に日時が指定されています。詳細は HP に掲載しております。

※上記日程は変更となる場合があります。

1 .　学生便覧

2 .　学生証

3 .　アカウントカード
	 （ネットワークセキュリティ講習会のみ）

4 .　筆記用具

5 .　ノートパソコン、電源ケーブル
	 （ネットワークセキュリティ講習会のみ）

6 .　LANケーブル
	 （ネットワークセキュリティ講習会のみ）



■ 高い就職率を誇る福井工業大学の就職支援
就職活動が本格化する3年次からは、実際の就職試験に万全の体制で臨むことができるよう、ガイダン
スやセミナー、各種対策講座などを数多く実施しています。スキルアップに励む学生を応援するために、
資格取得支援講座の開講やインターンシップなども行っています。さらに民間企業経験のある職員や
キャリアカウンセラーなどの専門職員を学科ごとに配置し、就職担当教員と連携を図りながら、一人ひ
とりの学生にあった指導に取り組んでいます。

■ 就職実績
　〈就職率＝（就職決定者÷就職希望者数）×100〉

98.3%
平成27年3月卒

98.5%
平成28年3月卒

99.3%
平成29年3月卒

99.6%
平成30年3月卒
※平成30年5月1日現在

自己発見レポート活用ガイダンス

就職ガイダンス（年9回）

学内企業合同説明会

ヴォイストレーニング

都市圏就職活動セミナー就職EXPO

学内企業個別説明会

身だしなみ・メイクアップ講座
業界研究セミナー

入学時に大学生基礎力調査を受けます。その分析結果を
学んで、自分の強みと課題を知り、今後の学生生活に役立
てる講座です。

年9回の就職ガイダンスを実施しています。就職の準備
にむけてきめ細かな指導を行っています。

3月に632社の企業をお招きして、金井講堂にて合同説
明会を開催しています。

現役アナウンサーを講師に招き、面接に必要な『伝わる
声』『伝わる話し方』などをアドバイスしていただきます。

インテックス大阪・ポートメッセ名古屋等で開催される『就
職 EXPO』に参加します。大勢の学生が参加しています。

全国からたくさんの企業に来学していただき、企業個別
説明会を開催しています。

化粧品会社スタッフを講師に招き、就職活動に役立つメ
イクや面接で好印象を与える身だしなみ等をアドバイス
していただきます。

県内の企業を訪ねて、企業等の魅力を知り将来の就職に向
けて視野を広げてもらうことを目的とした見学ツアーを
行っています。

キャリアセンター就職支援課

Career  Center

first year student second year student

third year student

fourth year student

キャリアセンター就職支援課は
、

学生の将来の夢を実現してもらう

ために、入学時から4年間を通し

てキャリア形成・就職支援に取り

組んでいます。

（大学1号館3階）

希望職種や将来の設計など学生との会話
から就職先のアドバイスを行います。

1年次

3年次

4年次

2年次
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春季海外語学研修
平成30年度　実施予定

研 修 国　オーストラリア
研 修 先　サザンクロス大学
対象学年　１～３年
研修期間　２０１９年２月頃～３月頃

詳細は別添『オーストラリア語学研修のご案内』を
ご参照ください。

まもなく
募集開始！

海外留学支援制度
「Seize the day」

概要　海外の文化を理解し、グローバル社会で活躍する
志をもった真の国際人になるため、自発的に海外留学を
希望した学生を支援することが目的です。

この制度に採用された学生には、留学に要する
経費の一部を福井工業大学が支援します。

詳細は福井工業大学 インターナショナルセンター（国際
交流課）にお問い合わせください。なお、ホームページ
にて情報公開しています。

http://www.fukui-ut.ac.jp/ut/international/
ocps/

福井工業大学
インターナショナルセンター（国際交流課）
Tel：0776-29-2786
E-Mail：international ＠ fukui-ut.ac.jp

15 14

福
井
工
業
大
学  

独
自
の
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

O
verseas C

hallenge P rogram
 for S tudents

Ｏ
Ｃ
Ｐ
Ｓ 　
の
ご
案
内

　

福
井
工
業
大
学
は
、
異
文
化
を
理
解
す
る
心
を
も
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
様
々
な
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
海
外
で
の
就
業
体
験
を
通
し
て
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
動
機
づ
け
を
目
的
と
し
た
「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」、
福
井
工
業
大
学

附
属
福
井
高
等
学
校
の
姉
妹
校
（
タ
イ
王
国
）
で
の
日
本
語
授
業
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
す
る
「
日
本
語
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研
修
」、
長
期
休
暇
を
利

用
し
て
海
外
の
交
流
協
定
大
学
や
語
学
学
校
で
語
学
力
向
上
と
国
際
感
覚
の
養
成
を
目
指
す「
海
外
語
学
研
修
」等
、魅
力
的
で
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
三
十
年
度
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
総
称
を
「O

C
P

S

」
と
名
付
け
、
学
生
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
国
際
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
発
的
か
つ
、
挑
戦
的
に
海
外
留
学
を
希
望
し
た
学
生
を
支
援
す
る
新
し
い
制
度
「Seize the day

」
が
今
年
度
よ
り
始
動
し
ま
し
た
。

　

福
井
工
業
大
学
の
「O

C
P

S

」
は
、海
外
留
学
体
験
を
通
じ
て
、学
生
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
保
護
者
の
皆
様
方
も
ぜ
ひ
、

ご
子
息
、
ご
息
女
の
「O

verseas Challenge

」
を
後
押
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

海外インターンシップ
平成30年度　実施

研 修 国　タイ、ベトナム
研 修 先　福井県内外企業１０社以上
対象学年　３年生
研修期間　８月１８日（土）～９月９日（日）
参加人数　２９名
参 加 費　プログラム経費無料
　　　　　（生活費等は自己負担です）

日本語アシスタント研修
平成30年度　実施

研 修 国　タイ
研 修 先　福井工業大学附属福井高等学校姉妹校  3校
対象学年　３年生
研修期間　８月１８日（土）～９月９日（日）
参加人数　６名
参 加 費　プログラム経費無料
　　　　　（生活費等は自己負担です）

O verseas  C hallenge  P rogram for  S tudents

夏季海外語学研修
平成30年度　実施

研 修 国　アメリカ
研 修 先　カリフォルニア州立大学サンマルコス校
対象学年　１～４年
研修期間　８月２９日（水）～９月１３日（木）
参加人数　１３名
参 加 費　５０万円

研 修 国　イギリス
研 修 先　ロンドンハウス スクールオブイングリッシュ
対象学年　１～４年
研修期間　８月２０日（月）～９月６日（木）
参加人数　６名
参 加 費　４０万円
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工学部
建築土木工学科

准教授

西
に し

川
か わ

  隼
は や

人
と

　

今
年
の
6
月
18
日
に
大
阪
府
北
部
で
最
大

震
度
6
弱
の
地
震
が
発
生
し
た
よ
う
に
、
近

年
、
西
日
本
を
中
心
に
震
度
6
弱
～
7
の
強

い
揺
れ
を
伴
う
地
震
が
多
発
し
て
お
り
、
近

い
将
来
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
前
触
れ
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

す
。
大
規
模
地
震
に
対
す
る
被
害
軽
減
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
本
研
究
室
で
は
人

的
被
害
、
経
済
的
損
失
を
軽
減
す
る
た
め
に

「
事
前
」
と
「
事
後
」
に
分
け
て
、
研
究
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
事
前
」
の
地
震
被
害
予
測
の
た
め

に
、
微
弱
な
振
動
を
利
用
し
た
地
盤
調
査
や

地
震
時
の
揺
れ
や
す
さ
の
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
地
盤
の
良
し
悪
し
の
建
物
被
害
に
及

ぼ
す
影
響
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建

物
の
耐
震
診
断
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
小

型
で
低
価
格
の
セ
ン
サ
を
用
い
た
測
定
装
置

を
開
発
し
、
簡
単
に
建
物
の
耐
震
性
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
「
事
後
」
す
な
わ
ち
、
地
震
発
生
後
、
早
期

の
建
物
被
害
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
地
震
の
規
模
な
ど
か
ら
震
度
分
布

推
定
や
木
造
住
宅
の
被
害
状
況
推
定
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
来
年
度
以
降
の

卒
業
研
究
に
お
い
て
は
、
担
当
さ
せ
て
頂
く

学
生
の
方
々
と
と
も
に
、「
地
震
時
の
室
内

被
害
状
況
の
把
握
や
対
策
」、「
防
災
教
育
の

た
め
の
疑
似
的
災
害
体
験
A
Ｒ
ア
プ
リ
の
開

発
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、2
年
生
、3
年
生
の
授
業
に
お
い
て
、

課
題
解
決
型
学
習（Project-Based Learning

）

を
通
し
て
、
学
生
の
方
々
に
身
近
な
地
震
リ
ス

ク
を
考
え
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
方
々

の
防
災
意
識
や
防
災
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
自
ら
被
害
軽
減
対
策
を
講
じ
て
頂
く
こ
と

に
よ
り
、
課
題
解
決
能
力
を
養
う
よ
う
、
指
導

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

教
育
活
動
、
研
究
活
動
に
よ
り
一
層
精
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

環境情報学部
環境・食品化学科

教授

小
こ

松
ま つ

  節
せ つ

子
こ

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
や
世
界
的

人
口
増
加
に
よ
る
食
糧
問
題
等
、
私
達
の
周

り
に
は
多
く
の
問
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い

る
。
農
林
水
産
業
分
野
で
は
、
将
来
の
地
球

規
模
で
の
こ
れ
ら
問
題
の
解
決
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
、
マ
ー
カ
ー
選
抜
育
種

や
遺
伝
子
組
換
え
技
術
に
よ
り
画
期
的
な
作

物
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

新
品
種
開
発
の
鍵
と
な
る
農
業
上
重
要
な
遺

伝
子
の
単
離
お
よ
び
そ
の
機
能
解
明
に
お
い

て
、
国
際
的
に
熾
烈
な
研
究
競
争
が
行
わ
れ

て
い
る
。
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
探
索
や
生
物
機

能
解
明
研
究
に
利
用
さ
れ
て
い
る
技
術
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
解
析
技
術

が
あ
る
。
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
解
析
は
、
生
物

機
能
発
現
の
直
前
に
位
置
す
る
タ
ン
パ
ク
質

群
を
包
括
的
に
解
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

特
に
日
本
で
は
、
ダ
イ
ズ
や
コ
ム
ギ
を
加

工
し
て
様
々
な
食
品
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
た
め
に
消
費
量
は
多
い
が
、
と
も
に
過
湿

害
等
の
環
境
ス
ト
レ
ス
に
弱
く
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
。
タ
ン
パ
ク
質
群
を
包
括
的
に
解
析

す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
ス
ト
レ
ス
下
の
作

物
内
で
起
こ
っ
て
い
る
現
象
を
解
明
し
て
、

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
に
な
り
う
る
有
用
遺
伝
子

の
単
離
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
研

究
室
で
は
、
好
奇
心
旺
盛
で
研
究
熱
心
な
卒

業
研
究
生
や
早
期
配
属
生
と
と
も
に
、
タ
ン

パ
ク
質
科
学
的
技
術
や
分
子
生
物
学
的
手
法

を
利
用
し
て
、
問
題
解
決
に
向
け
て
、
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

地
域
連
携
に
力
を
入
れ
て
い
る
本
学
の
方

針
に
基
づ
き
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
研
究
を

学
生
と
と
も
に
探
っ
て
い
き
た
い
。
一
方

で
、
日
本
に
留
ま
ら
ず
多
く
の
ア
ジ
ア
・
オ

セ
ア
ニ
ア
諸
国
も
、
環
境
ス
ト
レ
ス
下
の
作

物
の
生
育
不
良
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

問
題
解
決
を
目
指
す
た
め
に
も
、
さ
ら
に
学

生
達
が
国
際
的
視
野
に
た
っ
て
考
え
る
力
を

養
う
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
年
度
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
や
中
国
か
ら
の
外
部
研
究
生
を
受

け
入
れ
研
究
交
流
を
深
め
る
計
画
で
あ
る
。

今
後
も
こ
の
試
み
は
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

スポーツ健康科学部　
スポーツ健康科学科　

講師

前
ま え

川
が わ

  剛
た け

輝
て る

　

ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
企
業
で
働
い
た
後
、
ふ

と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
体
育
学
を
学
ぶ
べ
く

大
学
に
進
学
、
そ
し
て
研
究
の
道
へ
足
を
踏

み
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
で
の

「
運
動
生
理
学
」
の
講
義
に
お
い
て
、
筋
肉

中
の
熱
発
生
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
たA

.V
. H

ill

の
研
究
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
筋

肉
の
機
械
的
動
作
の
仕
組
み
を
解
明
し
た
研

究
の
一
端
に
触
れ
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
背

景
に
あ
る
生
理
学
的
な
側
面
に
刺
激
を
受
け

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
運
動
生

理
学
研
究
室
の
門
を
叩
き
、
ヒ
ト
の
「
身
体

能
力
の
限
界
」
や
「
環
境
へ
の
適
応
能
力
」

に
興
味
を
持
ち
研
究
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

運
動
生
理
学
は
、
運
動
に
よ
っ
て
身
体
の

機
能
や
構
造
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る

の
か
、
そ
の
現
象
や
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究

を
行
う
学
問
で
す
。
福
井
工
大
・
運
動
生
理

学
研
究
室
（
前
川
研
究
室
）
で
は
、
運
動
刺

激
や
環
境
刺
激
に
対
す
る
身
体
の
適
応
現
象

に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま
す
。
運
動
を
す
る

と
お
腹
が
空
い
た
り
、
汗
が
出
た
り
、
心
臓

が
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
試
合
に
負
け
た
夜
は

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
い
つ
か
は

眠
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
私
た
ち

の
身
体
の
中
で
は
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
。
そ
の
疑
問
の
解
決
の
一
助
と
な

る
学
び
が
運
動
生
理
学
で
す
。

　

ヒ
ト
の
身
体
適
応
を
研
究
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
現
場
だ
け
で
は
な
く
、
ヒ
ト
が
活
動
す
る

全
て
が
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。
過
去
の

研
究
の
協
力
・
対
象
者
は
、
世
界
最
高
齢
で

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
成
し
遂
げ
た
登
山
家
、

南
極
観
測
隊
、
高
地
民
族
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
メ
ダ
リ
ス
ト
な
ど
様
々
で
す
。
特
殊
な
環

境
（
酸
素
の
少
な
い
環
境
、
極
端
な
低
温
環

境
な
ど
）
へ
の
ヒ
ト
の
適
応
能
力
の
研
究
で

は
、
そ
の
環
境
へ
赴
く
人
の
健
康
・
安
全
管

理
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
研
究

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
が
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
現
場
の
安
全
管
理
や
新
た
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
「
運

動
生
理
学
の
魅
力
」
を
、
卒
業
研
究
を
通
じ

て
伝
え
ら
れ
た
ら
と
模
索
す
る
日
々
で
す
。

工学部
機械工学科

准教授

安
や す

田
だ

  洋
よ う

平
へ い

　

4
月
に
機
械
工
学
科
自
動
車
シ
ス
テ
ム

コ
ー
ス
に
着
任
し
た
安
田
洋
平
と
申
し
ま

す
。
自
動
車
会
社
を
辞
職
し
、
博
士
の
学
位

を
取
得
し
た
後
、
各
地
で
研
究
員
を
務
め
、

こ
の
度
念
願
か
な
っ
て
教
員
職
へ
就
け
ま
し

た
。
現
在
は
、
福
井
工
大
で
学
生
の
教
育
を

行
え
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
つ
つ
、
自
身

の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
、
自
動
車
会
社
時
代
か
ら
、

強
く
て
壊
れ
に
く
い
物
の
設
計
で
す
。
最
近

流
行
り
の
学
問
分
野
と
比
べ
る
と
地
味
で
す

が
、
世
の
中
に
必
要
不
可
欠
な
学
問
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
興
味
の
あ
る
対

象
は
、
構
造
用
金
属
材
料
で
す
。
身
近
な
例

で
は
、
自
動
車
の
ボ
デ
ー
フ
レ
ー
ム
に
使
わ

れ
て
い
る
鋼
板
や
、
橋
梁
の
ケ
ー
ブ
ル
ワ
イ

ヤ
な
ど
で
す
。
構
造
材
料
は
製
品
の
強
度
を

担
う
た
め
、
そ
の
性
質
に
は
強
さ
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
製
品
が
変
形
し
て

も
す
ぐ
に
破
壊
せ
ず
、
あ
る
程
度
伸
び
る
性

質（
延
性
）も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

金
属
の
強
度
や
延
性
と
い
っ
た
特
性
は
、

金
属
の
微
視
組
織
に
由
来
し
ま
す
。
そ
し
て

微
視
組
織
の
特
性
は
材
料
の
原
子
組
成
に
依

存
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
組
織
が
形
成
さ

れ
る
か
は
熱
処
理
が
関
わ
り
ま
す
。
今
日
優

れ
た
材
料
が
多
数
存
在
す
る
の
は
、
材
料
屋

さ
ん
が
日
々
熱
処
理
や
原
子
組
成
に
関
し
て

研
究
を
続
け
ら
れ
て
き
た
お
か
げ
で
す
。
し

か
し
、
金
属
の
原
子
レ
ベ
ル
で
み
た
ミ
ク
ロ
で

の
挙
動
、
微
視
組
織
レ
ベ
ル
の
サ
ブ
ミ
ク
ロ

ン
で
の
挙
動
、
そ
し
て
構
造
材
料
レ
ベ
ル
で

見
た
マ
ク
ロ
な
挙
動
を
関
連
づ
け
る
力
学
の

理
論
体
系
は
ま
だ
出
来
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
私
は
、
分
子
動
力
学
法
な
ど
の
ミ

ク
ロ
な
視
点
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
、
マ
ク

ロ
な
挙
動
の
検
討
方
法
で
あ
る
有
限
要
素
法

に
構
成
式
と
い
う
形
で
取
り
込
み
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
微
視
組
織
の
界
面
特
性
が
材
料

の
延
性
に
大
き
く
影
響
す
る
と
い
う
知
見
を

得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
材
料
の
力
学
挙
動

に
関
す
る
理
論
体
系
が
構
築
さ
れ
、
材
料
に

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
、
今
後
も
研
究
活
動
を
続
け
た
い
次

第
で
す
。

強
く
て
壊
れ
に
く
い

　
　
構
造
用
金
属
材
料
の
開
発

環
境
・
食
品
問
題
を

　
　
基
盤
研
究
か
ら
考
え
る

運
動
生
理
学
の
ス
ス
メ

̶

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
、南
極
、宇
宙
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！ ̶

防
災
意
識
・
防
災
力
の
向
上
を
図
る

voicevoice

voicevoice

Teacher's  voice
先
生
の

声
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大
学
院
進
学
の
勧
め

文
部
科
学
省
の
平
成
29
年
度
学
校
基
本
調
査
（
速
報
値
）
に
よ
れ

ば
、
高
校
卒
業
者
の
現
役
大
学
進
学
率
は
49
・
6
％
で
す
。
高
校

卒
業
者
の
2
人
に
1
人
が
大
学
に
進
学
し
て
い
る
状
況
下
で
、
大

学
在
学
中
の
就
職
活
動
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
に
は
何
ら
か
の

差
別
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
福
井
工
業
大
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
資
格
取
得
支
援
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
資
格
取
得
に

加
え
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
活
躍
の
場
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
の

選
択
肢
と
し
て
大
学
院
進
学
が
あ
り
ま
す
。
平
成
5
年
度
と
平
成

25
年
度
に
お
け
る
大
学
卒
業
者
お
よ
び
大
学
院
修
了
者
の
就
職
動

向
の
比
較
を
文
部
科
学
省
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト[

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
①]

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
製
造
技
術
者
に
占
め
る
修
士
課

程
修
了
者
の
割
合
は
平
成
5
年
度
（
22
・
5
％
）
か
ら
平
成
25
年

度
（
50
・
4
％
）
の
20
年
間
で
倍
増
し
て
い
ま
す
。
全
国
平
均
で

理
工
系
学
部
の
大
学
卒
業
者
の
約
4
割
が
大
学
院
に
進
学
し
て
い

る
現
状
を
考
え
ま
す
と
、
今
後
製
造
技
術
者
に
占
め
る
大
学
院
修

了
者
の
割
合
は
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減
る
こ
と
は
な
い
と
言

え
ま
す
。
本
学
で
は
、
学
生
自
身
の
努
力
や
卒
業
生
の
企
業
で
の

活
躍
等
に
よ
り
、
99
・
6
％
（
平
成
30
年
3
月
卒
業
者
実
績
）
と

い
う
全
国
レ
ベ
ル
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
就
職
率
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
就
職
先
で
長
年
に
わ
た
っ
て
働
く
た
め
に
は
、
自
分
で
研
究

開
発
し
た
製
品
が
社
会
を
支
え
て
い
る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い
る
な
ど
の
達
成
感
や
満
足
度

が
、
よ
り
大
切
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ご
子
息
・
ご
息
女
が
製
造

技
術
者
や
研
究
開
発
者
と
し
て
充
実
感
を
抱
き
な
が
ら
、
他
の
大

学
院
修
了
者
と
同
じ
土
俵
で
互
角
以
上
に
渡
り
合
え
る
よ
う
に
大

学
院
進
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

本
学
大
学
院
の
ご
紹
介

本
学
大
学
院
の
工
学
研
究
科
に
は
、
応
用
理
工
学
専
攻
と
社
会

シ
ス
テ
ム
学
専
攻
の
2
専
攻
が
設
置
さ
れ
、
い
ず
れ
も
博
士
前

期
課
程
（
修
士
課
程
、2
年
間
）
と
博
士
後
期
課
程
（
博
士
課
程
、

3
年
間
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
専
攻
に
は
改
組
前
の
学

部
学
科
に
対
応
し
た
コ
ー
ス
が
あ
り
、
学
部
か
ら
の
一
貫
教
育

に
よ
っ
て
よ
り
高
度
な
専
門
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
本
学
大
学
院
の
構
成
に
つ
い
て
は
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
御
覧
下
さ
い
）。
博
士
前
期
課
程
で
は
、
2
年
間
で
30

単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
修
了
要
件
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
部
（
4
年
間
で
１
２
４
単
位
修
得
）
に
比
べ
て
ゆ
と
り
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
大
学
院

で
は
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

研
究
活
動
を
通
し
て
、
社
会
で
役
立
つ
論
理
的
思
考
力
や
課
題

解
決
能
力
、
さ
ら
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て

い
き
ま
す
。
本
学
大
学
院
で
は
研
究
業
績
等
に
よ
っ
て
在
学
期

間
を
短
縮
す
る
こ
と
も
で
き
、
最
短
3
年
間
で
博
士
（
工
学
）

の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
（
詳
し
く
は
学
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）。
ま
た
、
大
学
院
学
生
に
は
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
Ａ
）
と
し
て
実
験
や
演
習
等
の
教

育
補
助
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
に
よ
る
補
助
業
務
は
、

教
え
る
こ
と
を
通
し
て
自
ら
学
ぶ
と
い
う
教
育
的
配
慮
の
下
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
Ｔ
Ａ
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
実
力
が
向
上
し
、
人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

進
学
の
た
め
の
経
済
的
支
援

学
部
の
4
年
間
に
博
士
前
期
課
程
の
2
年
間
が
加
わ
る
と
な
る

と
経
済
的
な
負
担
を
懸
念
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
学
で

は
、
大
学
院
入
学
予
定
者
で
、
本
学
で
の
学
習
意
欲
を
持
つ
者

に
対
し
、
選
考
に
よ
り
学
納
金
を
減
免
す
る
大
学
院
進
学
奨
励

奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
第
1
種
は
本
学
学
納
金
50
％
減

免
、
第
2
種
は
本
学
学
納
金
と
国
立
大
学
大
学
院
標
準
額
（
授

業
料
）
の
差
額
を
減
免
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
学
で
は
大
学
院

入
学
料
が
不
要
な
た
め
、
入
学
初
年
度
は
国
立
大
学
大
学
院
に

比
べ
て
入
学
料
（
２
８
２
、０
０
０
円
）
の
分
だ
け
安
く
な
り
ま

す
。
博
士
後
期
課
程
で
は
、
平
成
30
年
度
入
学
予
定
者
で
、
本

学
で
の
学
習
意
欲
を
持
つ
者
に
対
し
、
選
考
に
よ
り
学
納
金
を

１
０
０
％
免
除
す
る
大
学
院
進
学
奨
励
奨
学
金
制
度
（
本
学
学

部
卒
業
ま
た
は
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
を
修
了
し
て
い
な

い
者
は
、
初
年
度
の
み
設
備
充
実
費 

年
額
１
７
０
、０
０
０
円

が
必
要
で
す
）
を
導
入
し
、
進
学
の
た
め
の
経
済
的
支
援
を
さ

ら
に
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
前
述
し
た
Ｔ
Ａ
業
務
で
は
一
人
当

た
り
月
額
4
～
5
万
円
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
学
納
金
や
、
生

活
費
を
賄
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
就
職
後
の
初
任
給
も
前
期

課
程
修
了
者
と
学
部
卒
業
者
と
で
は
月
額
で
2
～
3
万
円
の
差

が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
学
院
進
学
に
要
し
た
費
用
は
比
較
的
短

期
間
の
内
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
ま
す
。

大
学
院
で
過
ご
す
年
月
は
密
度
が
濃
く
、
極
め
て
有
意
義
で
す
。

専
門
技
術
者
と
し
て
研
究
開
発
部
門
で
活
躍
す
る
と
い
う
ご
子

息
・
ご
息
女
の
希
望
を
叶
え
る
た
め
に
、
保
護
者
の
皆
様
方
に
は

本
学
大
学
院
に
つ
い
て
是
非
ご
一
考
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
①　

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/koutou/

sangaku2/1351875.htm

（博士前期課程／博士後期課程） （博士前期課程／博士後期課程）
応用理工学専攻では、基幹工学および先端理工学分野で
柱となる電気電子情報工学、宇宙情報科学、機械工学、環
境生命化学、原子力技術応用工学の 5つのコースを設置。
各コースの専門分野の教育と研究を行っています。博士前
期課程では、広い視野と高度な専門知識を備え、国際的に
活躍できる人材の育成、博士後期課程では、目覚ましい科
学・技術の進歩に対応できる専門知識と応用能力、研究能
力を備えた人材の育成を目指しています。

電気電子情報工学コース
電力工学、電子材料・デバイス工学、物性工学、制御工学、
コンピュータ情報工学の各分野の教育と研究を行い、広い領
域で革新を続ける電気電子情報工学分野の研究開発に貢献で
きる人材を育成します。

宇宙情報科学コース
宇宙環境科学、地球環境計測工学、衛星通信工学、情報処
理工学の各分野の教育と研究を行い、宇宙空間時代に対応で
きる人材を育成します。

機械工学コース
材料工学、振動工学、流体工学、熱工学、機械システム工学
の各分野の教育と研究を行い、あらゆる産業に関わりをもつ
機械工学の分野で活躍できる人材を育成します。

環境生命化学コース
応用化学、環境科学、材料科学、応用生物学、生命科学、生
体工学の各分野の教育と研究を行い、資源・エネルギー・地球
環境・食料問題など、重要課題の解決や安全で豊かな循環型社
会の構築に貢献できる人材を育成します。

原子力技術応用工学コース
原子力工学、原子力発電工学、放射線応用工学の各分野の教
育と研究を行い、原子力発電技術分野で高度な専門知識・技
術を身につけた人材を育成します。

社会システム学専攻では、安全・安心で持続可能な社会シス
テムの設計・構築・管理運用に関わる土木工学、建築学、デ
ザイン学、経営情報学の4つのコースを設置。各コースの専
門分野の教育と研究を行っています。博士前期課程では、
広い視野と高度な専門知識を備えた創造性豊かな人材の育
成、博士後期課程では、建築・社会基盤の計画・調査・設計・
施工・維持管理や情報社会の構築に貢献できる専門知識と
応用能力、研究能力を備えた人材の育成を目指しています。

土木工学コース
土木計画学、水工学、環境工学、地盤工学、構造工学の各
分野の教育・研究を通じて、社会基盤施設の計画・設計・施工・
維持管理および自然環境の保全を考究し、安全・安心な社会
の構築に寄与できる人材を育成します。

建築学コース
建築計画・意匠、建築環境・設備、伝統木造建築、建築構造
工学の各分野の教育・研究を行い、個々の建築はもちろん、
都市・地域社会との調和を図り、快適な都市・居住空間の実現
に貢献できる人材を育成します。

デザイン学コース
生活創造科学、生産・環境デザイン学、情報・伝達デザイン学
の各分野の教育・研究を行い、豊かな生活環境を生み出すた
めの魅力的な提案とその実現に貢献できる高度な専門性を備
えた人材を育成します。

経営情報学コース
情報通信技術の企業経営への応用、情報通信技術に関する教
育・研究を行い、望ましい情報社会の構築に向けて積極的に
提言し、貢献できる人材を育成します。

大学院についての問い合わせ：入試広報課／☎0120–291–780

応用理工学専攻 社会システム学専攻
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学内奨学金制度紹介
奨学金区分 内　　　　　　　容

１ 特待生奨学金

［H27年度以前入学者］
授業料50％減免
［H28年度以降入学者］

学納金50％減免

対　　象：学部2年次以上及び大学院博士前期課程
条　　件：前学期末までの成績GPA評価3.80以上
	 ※博士前期課程1年生前期：学部の成績
	 　それ以降は前学期の成績
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）	

2
［H27年度以前入学者のみ］

準特待生奨学金 授業料20% 減免
対　　象：学部2年次以上及び大学院博士前期課程
条　　件：前学期末までの成績	GPA	評価3.50以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）	

3 学習奨励金 ［H28年度以降入学者］
5万円給付

対　　象：学部2年次以上（博士前期・後期課程は対象外）
条　　件：前学期の成績GPA3.80以上かつ前学期の修得単位数

が15単位以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

4 育英奨学金

［H27年度以前入学者］
学納金50％減免
［H28年度以降入学者］

学納金30~70万円減免
［家計急変者］

学納金70万円減免
　　※該当年度を適用

対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年及び家計急変者
条　　件：学業成績優秀であり、経済的理由により修学に困難が

ある学生、又は本学の定める家計急変事由が発生した
学生

募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

5 ［H27年度以前入学者のみ］
学生生活奨学金

月額3万円給付
　　※該当年度を適用
　　　（前期なら前後期、
　　　後期なら後期のみ）

対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年
条　　件：経済的理由により修学に困難がある学生、学期末まで

の成績	GPA	評価2.80以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

6 スポーツ特待生
奨学金

大会成績等により
学納金又は授業料減免
　※最大4年間。
　　ただし継続審査あり

対　　象：スポーツ・吹奏楽推薦入試による入学予定者及び学部、
大学院全学年

条　　件：本学の規程による	

7 災害特別奨学金
被害状況により
学納金等減免

又は災害援助金支給

対　　象：入学予定者及び学部、大学院全学年
条　　件：本学の規程による
募集期間：随時（ただし、被災日より1年以内）

8 兄弟学費減免
奨学金

最年少にあたる学生の
学納金50％減免

対　　象：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍している最年
少の学生	

条　　件：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍していること
募集期間：毎年4月

9 外国留学奨励
奨学金

学納金の半額を上限に、渡航
費、生活補助費または、留学先
学費の一部補助

対　　象：本学学部生2年次以上または工学研究科1年次以上の
者で交換留学生又は認定留学生である者

条　　件：本学の規程による

10 大学院進学奨励
奨学金

（第1種）
学納金の50％減免

（第2種）
国立大学大学院授業料
標準額と本学学納金と

の差額を減免

対　　象：本学が指定する入試区分で受験した入学予定者
条　　件：本学の規程による

11 離島・沖縄県
出身者支援奨学金

国立大学標準額と本学
学納金との差額を減免

対　　象：本学の規程による
条　　件：本学の規程による
	 ※最大4年間。毎年度末に継続審査有り

12 特別奨励金
資格取得もしくは優秀な
成績を修めたクラブ等に

奨励金支給

対　　象：学部・大学院全学年
条　　件：本学の規程による
募集期間：随時

奨学金についての問い合わせ：学務課／☎0776‒29‒7865

ご相談窓口のご案内
　学習・就職・学生生活など、日頃から気に懸かっていることやご心配ごとがございましたら、
お気軽に下記担当課へご相談ください。

問い合わせ先 メールアドレス
総 合 窓 口 0776−29−7864	（庶務課） syomu-u@fukui-ut.ac.jp

学 　 び（教 務 関 係） 0776−29−7865	（学務課） kyomu-u@fukui-ut.ac.jp

0776−29−7870	（情報メディア課） tosyokan@fukui-ut.ac.jp

0776−29−2403	（学習支援室・教職支援室） gakusyu@fukui-ut.ac.jp

暮 ら し（学生生活関係） 0776−29−7867	（学務課） gakusei-u@fukui-ut.ac.jp

	 （医務室） imushitsu@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（大学院進学関係） 0776−29−7871	（入試広報課） kouhou@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（ 就 　 職 ） 0776−29−7868	（就職支援課） syusyoku@fukui-ut.ac.jp

大学の研究支援、社会貢献活動、同窓会 0776−29−2661	
（社会連携推進課）0776−29−7834

shakai-u@fukui-ut.ac.jp
futcrc@fukui-ut.ac.jp

セ ン タ ー 管 理 課 0776−29−2671

情 報 メ デ ィ ア セ ン タ ー 0776−29−7873	（情報メディア課） densan@fukui-ut.ac.jp

出　　　　　納（学費納入関係） 0776−29−7854

あ わ ら キ ャ ン パ ス 0776−79−0111

※発信元や通信の事由が的確でない電子メールに関しましては、お応えしかねる場合がございますのでご了承ください。

学校法人金井学園の教育情報ポータルサイト「KEI NEWS STAND」
のご紹介です。フォローよろしくお願いします。

　この度は、後援会報の貴重な紙面をお借りして、学校法人金井学園「教育情報ポータルサイト」を紹介させていただきます。福井工業
大学福井キャンパスの敷地内に隣接する附属高等学校、附属中学校では、大学とともに地域に愛され、地域に存在感のある、地域から
選ばれる学校を目指し、「すべてを学生・生徒のために」をモットーとした教育を連携しながら行っております。また、学園法人本部では、
中学・高校・大学の垣根を越えて、本学園全体の教育研究活動の様子を広く一般の方々に知っていただきたいと考えながら広報の活動を
行っています。
　学校法人金井学園の公式ウェブサイトでは、各学校の公式ウェブサイト新着情報とリンクを貼るとともに、学園秘書室による「学園の窓」
や、広報課によるマスメディア向けのプレスリリース、メディアに取り上げられた情報等の発信を行っています。さらに、今回ご紹介する
総合広報ポータルサイト（入り口）を使って、独自の取材による特集ブログ（Topics）や、Facebook/Twitter/InstagramなどのSNS

も利用し、さらに迅速に、幅広く、情報をお届けしています。大学後援会の皆様におかれまし
ては、この機会に福井工業大学のウェブサイトと併せて、ぜひこのポータルサイトや SNSを
フォローいただきたくご案内を申し上げます。

【アクセス方法】
金井学園ウェブサイト右下のロゴの部分（左の図参照）を
クリックして総合ポータルサイトにアクセスしてください。
http://www.kanaigakuen.jp/kei_news_stand/
※スマートフォン、タブレットにも対応していますので、

ぜひブックマークをしてご覧ください。

SNS のアイコンをクリックすると、Facebook, Twitter, 
Instagram に直接アクセスできます。

お問い合わせ
ポータルサイトの CONTACT US に必要事項をご記入いただきご質問やご意見などをお送りください。
匿名のSNSメッセージやコメントに対するお答えは出来かねる場合がございますのでご了承ください。
学校法人金井学園　総務部　KEI NEWS STAND （ケイニューススタンド）　 運営担当Click Here !
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就 職 セミナ ー

11：30 〜 12：00
「福井県内企業の採用状況について」

　　 講師  ㈱リクルートキャリア 地区担当

10：30 〜 11：30
「現在の就職環境、選考活動の実態、
 保護者ができるサポート」

　　 講師  相田 一成  ㈱リクルートキャリア専任講師

❖昼食 ： 大学祭模擬店 （チケット配布）

平成30年度  福井工業大学  後援会

就職セミナー

会場 福井工業大学 福井キャンパス
福井市学園3−6−1

10：30 〜 14：30
10月20日土

後援会ホームページより、Web申込み可能
福井工業大学 後援会事務局   TEL:0776-29-7864

申し込み先・お問い合わせ  

重 要 申込後、受付完了メールをお送り致します。「koenkai@fukui-ut.ac.jp」からの
メールを受信できるように設定をお願い致します。

申込期日／平成30年 9月28日（金）
23 22

平成30年度

秋季保護者個別懇談会の
ご案内

教職員との親睦・交流の場として、保護者個別懇談会を開催いたします。
学修状況、就職、学生生活等についてお気軽にご相談下さい。

多数のご出席をお待ちしております。

10/20土
13：00 〜 16：00

同日に大学祭を開催しております。
ランチチケットと致しまして、大学祭模擬店
にて利用できるチケットを御配り致します。

■	学業、就職、学生生活、大学院進学、
	 カウンセリング等に関する相談について

内　　　　　容
会　　場

受　　付

参加方法

申込方法

申込期日

福井工業大学　福井キャンパス
大学2号館
大学2号館1Ｆ　学生ロビー
事前申込制
福井工業大学　庶務課へ
ホームページ（ウェブ）にて
電話もしくは、E-mail にて
電話：0776-29-7864
E-mail：koenkai@fukui-ut.ac.jp
平成30年9月28日（金）

・懇談順は、申込順とさせていただきます。

・教員手配や資料準備等がございますので、
　事前申込をいただきますようお願い致します。

・懇談開始時刻は、10月5日以降に事務局より
　随時連絡を致します。
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今年も後援会で模擬店を出店します！

ポップコーン


